
優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 6 身体拘束研修の実施
身体拘束・虐待について外部研修
及び委員会開催、事業所内での研
修を行う。

外部から講師を招き、身体拘束・虐待についての研修を
職員全員で受ける。拘束・虐待委員会の開催と職員会
議での内部研修を行い周知徹底を図る。その際、各研
修報告と記録を保存しておく。

３か月

2 51
アンケートでもご家族からご指摘が
あったが、外出支援がほぼ行えて
いない。

入居者様の心身の活性化と、外出
により生活に楽しみが見いだせるよ
う短い時間でも外出の機会を増や
す。

レクリエーション委員会活動の充実を図り、各季節
毎に外出が可能なように計画作成、実行を行う。そ
の際の人員の確保についても対応する。

６か月

3 28
ご家族による、介護計画書の確認
が
出来ていない

来苑回数が少ないご家族にも、介
護
計画書の送付を行い、生活状況の
把握をして頂く。

職員全体で情報の共有を行い、介護計画書を作成
し、それをご家族に送付し確認して頂く。

６か月

4

5

目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考え
ながら優先して取り組む具体的な計画を記入します。

【目標達成計画】

事業所名　　グループホームわきたの里
作成日：　　 平成　　 ２８年　　５月　２１日

目標達成計画

目標達成計画は、自己評価及び外部評価をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。


